
学校番号（１４）

入学年度

学年
教科 科　目 共通 選択Ａ 共通 選択Ｂ 選択Ｃ

現代の国語 2
言語文化 2
論理国語 4 3
文学国語 4
国語総合 4
国語表現 3 2
現代文Ｂ 4 3
地理総合 2
歴史総合 2
世界史Ａ 2
日本史Ａ 2 2

公民 公共 2 2
数学Ⅰ 3 3
数学Ａ 2 3
科学と人間生活 2
化学基礎 2
生物基礎 2 2
地学基礎 2 2
体育 7～8 2 3
保健 2 1
音楽Ⅰ 2 2
音楽Ⅱ 2 2
美術Ⅰ 2 2
美術Ⅱ 2 2
書道Ⅰ 2 2
書道Ⅱ 2 2
芸術演習（学校設定科目） 2
英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ 4 3
コミュニケーション英語Ⅰ 3
コミュニケーション英語Ⅱ 4 3

家庭 家庭基礎 2

18 16 2

ビジネス基礎 2～4

課題研究 2～4 3
総合実践 2～4 3
ビジネスコミュニケーション 2～4

ビジネス実務 2～4 2
マーケティング 2～4 M3
商品開発と流通 2～4

広告と販売促進 2～4 M2
簿記 2～4 3
財務会計Ⅰ 2～4 A2
原価計算 2～4 A3
情報処理 2～4 3
ネットワーク活用 2～4

電子商取引 2～4

プログラミング 2～4 B2
子どもの発達と保育 2～6 2
保育基礎 2～6

フードデザイン 2～6 2

6 3 8 2 2
3～６ 2 1

26 25 2 2

29
1

30
1

R3年度入学生まで

○２年選択はＡＢＭのいずれかを選択する。 (Ａは簿記、Ｂはビジネス、Ｍはマーケティングの各系統を示している）

 ３年次は２年次に選択したＡＢＭと同系統を選択することが望ましいが、２年次の選択による３年次の選択の制約を設けない。

○芸術のⅡを選択するときは、２年次に履修したⅠと同系のものを選択しなければならない。

○専門教科･科目の商業［情報処理］で、共通教科･科目の情報［情報Ⅰ］（必修）を　代替する。

R4年度入学生以降

○3年次は2年次に選択したＡＢＭと各同系統を選択するのが望ましいが、2年次の選択による3年次の選択の制約を設けない。
 (Ａは簿記、Ｂはビジネス情報、Ｍはマーケティングの各系統を示している）
○芸術演習は、全ての生徒が選択できる。
○専門教科･科目の商業［情報処理］で、共通教科･科目の情報［情報Ⅰ］（必履修）を代替する。

〇３年次選択Bの「論理国語」は発展的な内容を扱う。

自立活動 対象者のみ（年間７単位を上限とする）

国語

2

地理歴史

2

2

数学
2

理科

2

2
1

外国語

令和５年度　教育課程単位計画表（全学年）

       福島県立本宮高等学校  全日制の課程  情報会計科
標
準
単
位

R5 R4 R3
2 3

1

3

2

芸術

保健体育

小   計  （ 共 通 科 目 ） 18

小   計  （ 専 門 科 目 ） 9

商業

2

総 合 的 な 探 究 の 時 間 2

4

3

家庭

小                      計 29
29

合                      計 30 30
特別活動（ホームルーム活動） 1 1

組          編          成 1 1


